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寄稿 ●相談委員心得基本帖

行取対象暴力対策 ●全国暴追センターがオブザーバー参加
(関係省庁等連絡会議 )

特別雪
「
i●四国四県の合同講習会を受講して

業界別暴排対策 ●滋賀県の62病院が対策協議会設立

参照①
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轟量轟:轟|当
協
議
会
は
全
国

の
食
品

（主
と

し
て
ピ
ザ
、
寿
司
、
弁
当
な
ど
）
の

宅
配
を
行

っ
て
い
る
業
者
を
会
員
と

し
て
、
宅
配
が
安
全
に
行
わ
れ
る
為

に
、
五
千
以
上
に
の
ぼ
る
会
員
店
舗

の
店
長
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
オ
ー
ナ
ー

に
対
す
る
安
全
運
転
管
理
教
育
と
、

運
転
者
に
対
す
る
安
全
運
転
実
技
教

育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体

で
あ
る
が
、
こ
の
業
界
に
お

い
て
も

商
品
の
品
質
、
配
達

の
遅
延
、
交
通

上
の
問
題
に
関
連
し
て
、
ま
ま
民
暴

ま
が
い
の
不
当
要
求
を
受
け
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
会
員
店
舗

の
多

い
都

道
府
県
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
暴
力
追
放

セ
ン
タ
ー
に
お
願

い
し
て
、
不
当
要

求
防
止
責
任
者
の
選
任

の
為
の
講
習

会
を
開
催
し
て
頂
き
、
多
数

の
店
舗

管
理
者
を
受
講
さ
せ
て
き
て
い
る
．

隣
接
県
同
業
店
集
合
受
講
を

目
指
し
て

会
員
の
店
舗
は
首
都
圏
と
京
阪
神

圏
に
集
中
し
て
い
る
た
め
地
方
で
は

県
庁
所
在
地
で
も
店
舗
数
が
そ
う
多

く
は
な

い
地
域
が
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
地
域
で
も
こ
の
種
事
案

の
発
生
が

見
ら
れ
る
の
で
講
習
会

の
開
催
の
希

望
が
あ
る
が
、
実
施
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー

や
関
係
さ
れ
る
警
察
の
担
当
部
門
に

お
か
れ
て
も
、
講
習
の
効
率
化
の
観

点
か
ら
受
講
者
を
取
り
ま
と
め
る
こ

と
を
希
望
さ
れ
る
の
で
、
過
疎
の
地

域
で
は
講
習
会

の
開
催
に
問
題
が
生

じ
て
い
た
。

昨
年

の
当
協
議
会
年
次
総
会
に
講

師
の
お

一
人
と
し
て
、
全
国
暴
力
追

放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
中
林
部
長

殿
を
お
招
き
し
た
と
こ
ろ
、
同
先
生

よ
り
店
舗

が
ま
と
ま

っ
て
い
な
い
地

域
で
は
、
複
数
の
地
域
を
ま
と
め
て

一
つ
の
セ
ン
タ
ー
で
受
講
さ
せ
て
頂

き
、
受
講
修
了
書
は
店
舗
の
所
在
す

る
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
公
安
委
員
会

よ
り
発
給
し
て
頂
く
事
を
考
え
て
お

ら
れ
る
こ
と
を
水
り
、
今
ま
で
店
舗

よ
り

の
要
望
が
あ
り
な
が
ら
講
習
を

見
送

っ
て
い
た
四
国
四
県
の
店
舗
を

対
象
に
し
て
、
合
同
講
習
会
を
開
催

し
て
頂
く
事
を
全
国
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
願

い
し
た
。
た

ま
た
ま
当
協
議
会
の
四
＝
支
部
長
会

社
の
所
在
地
が
徳
島
県
で
あ

っ
た
の

で
開
催
地
を
徳
島
県
に
し
て
頂
け
な

い
か
と
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
暴

力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
徳

島
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
や
徳

島
県
警
中に
こ
の
要
望
を
ご
伝
達
下
さ

憚

扮

扮

扮

四
国
四
県
の
合
同
講
習
会
を

受
講
し
て

各
県
公
安
委
員
会
発
行
の

「修
了
書
」
の
交
付
に
深
く
感
謝

全
日
本
デ
リ
バ
リ
ー
業

安
全
運
転
協
議
会

理
　
事

大

崎

隆

三

り
、
四
国
管
区
警
察
局
と
も
調
整
し

て
頂

い
た
結
果
、
さ
る
二
月
十
九
日

に
、
徳
島
県
警
の
講
堂
で
四
国
四
県

の
受
講
者
四
十
二
名
を
集
め
て
、
徳

島
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
主
催
、

徳
島
県
警
支
援
で
当
協
議
会
の
店
舗

責
任
者
を
対
象
と
す
る
不
当
要
求
防

止
責
任
者
講
習
会
を
受
講
す
る
事
が

で
き
た
。

関
係
県
公
安
委
員
会
発
行
の

修
了
書
に
感
謝

講
習
会
は
徳
島
県
暴
力
追
放
県
民

セ
ン
タ
ー

・
片
専
務
理
事
殿
の
暴
追

セ
ン
タ
ー
の
事
業
概
要
の
講
義
に
始

ま
り
、
県
警
か
ら
は
多
回
捜
査
第
二

課
暴
力
団
対
策
室
長
殿
の
暴
力
団
情

勢
に

つ
い
て
の
講
義
と
、
野
本
暴
力

団
対
策
第
二
係
長
殿
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
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ン
ト
を
使

っ
て
の
具
体
的
対
応
要
領

の
実
践
的
講
義
が
行
わ
れ
、
最
後
に

参
考
資
料
と
し
て
の
ビ
デ
オ
を
み
せ

て
頂
く
と

い
う
、
誠
に
充
実
し
た
三

時
間
に
わ
た
る
講
習
会
と
な

っ
た
。

そ
し
て
、
講
習
終
了
後
、
受
講
者
に

対
し
各
県
の
公
安
委
員
会
発
行
の
修

丁
書
が
徳
島
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン

タ
ー

・
片
専
務
理
事
殿
よ
り
授
与
さ

れ
た
（写
真
）
。
特
に
、
同
県
以
外

の

参
加
者
は
自
県
公
安
委
員
会

の
受
講

修
了
書
を
手
に
し
て
感
謝

の
意
を
表

し
て
い
た
。

大
き
く
報
道
さ
れ
勇
気
付
く

こ
の
種

の
合
同
講
習
会
は
全
国
初

の
試
み
の
山
で
、
当
日
は
説
売
新
聞
、

朝
日
新
聞
を
初
め
徳
島
新
聞
等
の
取

材
が
行
わ
れ
た
他
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
カ
メ

ラ
も
入
り
、
講
習
風
景
は
当
日
夕
刻

の
四
国
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
放

映
さ
れ
た
。
読
売
の
記
事
は
二
段
抜

き
で

「
不
当
要
求
応
じ
る
な
、
県
警

で
講
習
会
、
四
国
の
配
達
業
者
ら
参

加
」
と
の
二
行
見
出
し
で
会
場
の
写

真
を
大
き
く
掲
載
し
、
記
事

の
な
か

で

「
（前
略
）
県
警
暴
力
総
合
対
策

推
進
本
部
と
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

が
開

い
た
。

（中
略
）
他
県
か
ら

の

出
席
者
に
、
各
県
公
安
委
員
会

の
修

了
書
が
交
付
さ
れ
る
の
は
全
国
で
初

め
て
の
試

み

（後
略
）
」
と
徳
島
県

暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
及
び
徳
島

県
警
に
よ
る
合
同
講
習
会
が
、
全
国

に
先
駆
け
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

当
協
議
会

の
会
員
店
舗
は
安
全
運

転
の
実
技
、
座
学
の
講
習
会
で
は
警

察
本
部
の
交
通
部
や
所
轄
警
察
署

の

交
通
諜
と
は
接
触
が
あ
る
と
は
い
え
、

「
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー
」
と
は
全
く

な
じ
み
の
な

い
店
舗
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
警
察
も
本
部
の
刑
事
部
、
そ

れ
も
暴
力
団
対
策
課
あ
る
い
は
対
策

室
と
な
る
と
ド

ア
を
開
け
た
こ
と
も

な
く
、
所
轄
署
で
も
刑
事
諜
は
店
舗

で
盗
難
で
も
な

い
限
り
お
訪
ね
し
た

こ
と
が
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
。
従

っ

て
民
暴
関
連
の
事
案
が
あ

っ
た
と
き

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
全
く
見
当
が

つ
か
ず
、
先
方
が
恐
ろ
し

い
言
辞
を

吐
い
た
り
す
る
と
、
配
達
員
は
勿
論
、

店
長
と
二両
っ
て
も
二
十
歳
未
満
の
人

が
多

い
た
め
オ
ロ
オ

ロ
し
て
途
方
に

く
れ
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
四
国
で

は
全
て
の
人
が
初
め
て
の
受
講
な

の

で
講
習
会

の
参
加
者
に
受
講
の
感
想

を
聴

い
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
コ
メ
ン

ト
を
得
た
。

「
講
習
を
思

い
出

し
セ
ン
タ
ー
に

相
談
す
る
」

の
声
あ
リ

ま
ず
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー
の
片
専

務
理
事
殿
の
講
義
で
は

「初
め
て
こ

ん
な
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
の
を
知
り
ま

し
た
、、
ま
し
て
セ
ン
タ
ー
に
お
願

い

す
る
と
弁
護
士
先
生
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
て
下
さ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と

知

っ
て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。‐
将
来
、

も
し
お
店
で
怖

い
人
か
ら
何
か
言
わ

れ
た
ら
今
日
の
講
習
を
思

い
出
し
て
、

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
参
考
に
見
せ
て
頂

い
た
ビ
デ
オ

で
も
不
当
要
求
防
止
責
任
者
受
講
修

了
書
を
店
舗
に
掲
示
し
て
お

い
て
、

怖

い
人
に
そ
れ
を
み
せ
る
と
先
方
が

逃
げ
帰
ら

た
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
も
今
日
頂

い
た
受
講
修
了

書
を
す
ぐ
店
舗
に
掲
示
し
ま
す
。
」

と
大
喜
び
だ

っ
た
。
ま
た
、
多
田
捜

査
二
課
暴
力
団
対
策
室
長
殿
の
講
義
、

さ
ら
に
は
、
野
本
暴
力
団
対
策
第
一

係
長
殿
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
駆
使

し
て
の
説
明
で
は

「
立
派
な
テ
キ
ス

ト
に
そ

っ
て
の
講
義
に
よ
る
基
本
的

事
項
に
加
え
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

で
、
こ
ん
な
時
は
こ
う
な
る
よ
、
そ

の
時
に
は
こ
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば

よ
い
の
だ
よ
と
実
に
具
体
的
に
教
え

て
頂
き
、
大
変
よ
く
理
解

で
き
ま
し

た
。
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
．

こ
の
講
習
会
の
状
況
と
反
応
を
、

当
協
議
会
の
本
部
で
毎
月
開
催
し
て

い
る
部
課
長
会
で
話
を
し
た
と
こ
ろ
、

「
当
社

で
参
加
し
た
者
か
ら
も
大
変

あ
り
が
た

い
講
習
会
だ

っ
た
と
連
絡

が
あ

っ
た
が
、
当
社
で
は
四
国
の
他

に
北
九
州
の
数
県
に
店
舗
が
あ
り
、

同
じ
よ
う
な
講
習
会
を
開
催
し
て
頂

け
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
が
な
ん
と

か
な
ら
な

い
で
し

ょ
う

か
」

と
か
　
Ｈ

不F｀
‐苺 止責任者;銹習

，
／
Ｐ
，

ゥ
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．
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一
当
社
は
名
古
屋
市
に
は
多
数

の
店

舗
が
あ
り
ま
す
が
〓
重
県
と
岐
阜
県

に
も
若
千
の
店
舗
が
あ
り
ま
す
．
名

古
屋
で
講
習
が
あ

っ
た
際
に
二
重
県

と
岐
阜
県

の
店
舗
も
参
加
で
き
た
ら

助
か
り
ま
す
」
な
ど
の
要
望
が
あ
り
、

今
回
の
講
習
会
が
実
に
有
効
に
実
施

し
て
頂

い
た
証
左
で
あ
り
感
謝
に
堪

え
な

い
。

不
当
要
求
に
正
し
く
立
ち
向
う

必
要
性
を
理
解

そ
れ
は
と
も
あ
れ
今
回
の
講
習
会

で
当
協
議
会
の
四
国
支
部
の
会
員
が
、

暴
力
や
不
当
要
求
に
対
し
て
工
し
く

立
ち
向
か
う
こ
と
の
必
要
性
を
理
解

し
、
警
察
や
セ
ン
タ
ー
の
ご
指
導
を

得
て
、
安
心
し
て
日
々
の
営
業
に
邁

進
す
る
姿
勢
が
で
き
た
こ
と
は
確
実

で
、
合
同
講
習
会
を
開
催
し
て
下
さ

っ

た
全
国
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

を
初
め
、
関
係
警
察
本
部
、
関
係
セ

ン
タ
ー
に
対
し
紙
面
を
借
り
て
御
礼

を
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
く
次
第
で
あ

り
ま
す
‘

当
協
議
会
事
務
局
は
、

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一　
一一四

加
藤
Ｋ
Ｋ
ビ
ル
四
３

一
号
室

ｂ
Ｏ
三
―
五
二
八
二
―

一
五
六
〇
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.万 物が始動し、生き生きと成長する春  事業 ,沈職・共
動と新しい ドラマ′)ス ター |ヽ する新年度.こ れらの始動す
る勢いを暴追カアップに∬!き ながら、関係各位のご協力に

よ 1)春 号の編集が出来ました :・ 感計 .

i・  暴追センター活動の基本は相談業務`_人阪イ、11暴 iLセ ンター
安‖I専

`'テ

理事のご寄稿は、その具体的なご指摘です=||‖ liりヽ

活動の現場において、センターの存在意義を実rtす る基本
社神としてオi実 に浸 i,う し伝承されるも′)と 確信します

=

, そのセンターの存在意義について熱き情報交換の場となっ
た専務理事・事務局長研修会 {12月 12111刑 催, そ′)エ キ
スを本うナ及び、本誌特別号 (部内用 )tこ 1(録 しましたギ lili
l:11を 共 frし 課題を乗 |,越える知恵 と力にしたい.

■― |'t‖可四県合同の不 1`要求防 |卜責任者講サ|(2月 19111用催 ‐

以 ド1満i習 と呼称 )|よ 、県境を越えてニーズに応えた講習と

して反:「

|十 を呼んでいます.1月 係各位に故意を表します_,そ
の受講者側からの声として、全 II本 テリバリー業安全辺 llサ |

協議会理事大||||ljlit i氏からt稿 を頂きました]感謝のこもっ
た文脈から、実効ある講 '11‐

11の あ |,方を||:|み取 |,た い_
_そ の講illの レヘルアッフ等に 1月連して、名刺判受講修了
書、事例中心講習の 1:l「 例を11k l)1上 げlLI載 しました _

_ 行政対象暴力に対する関係省庁等連絡会議 (2月 21111;11
催)に 全11暴連センターがオブザーハー参加しました,セ
ンター参加の背景を理解し、 |「1対策におけるセンターの役

割をしっか |)と 果したい .

∵ 滋賀県における病院の暴力|」 1不 1`1要 求対策協議会 i′lち ll

げを、業界別暴排対策の事例として
'(|)llけ

ました=「始め

は被lli者 であっても、共犯者になってしまった事例も多い
=

との同県センターの
'こ

|II専務 J!|:事の 11来 のとおり、他県にお
いても医師が暴力 |ヽ1等の共犯になったli例が発覚しており、

全ll:IJ足 1慎での医師界からの暴排対策が必要とされる状況です
‐
= `｀ 1111暴迫運動中央

大会での今中 li氏の講演の反響が続い

ています_I11で も、暴 ,:ム運動の先頭にたっている某県のク

ラブ経営什 (自 身の肉親や従業員が暴力 |ヽ11こ :襲
11ド
され負傷 ,

から、本誌11別 ナ́で 1:|キ :■|:内容を読み勇気を頂いたとの :1葉

力:11li`|こ チ|[チ:!|き i集 く|ぶ f:名 . li[綺 iび)重
'要

`111を したν)´ご′よじま
―ナ

本年度も、本誌・暴追FAX・ 特別号の内容を
‐
11'I充 実さ

せ、全国に発信してまいりますので、 l・ l III開 道なこ投‐稿や

ご提
=を
お願いします

=

もののオのあらはれ出でし人 '「かな (虚 」・ )
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